
小学校 外国語活動・外国語科 

第  学年 外国語活動 学習指導案   

日 時 :   年  月  日 （  ） 第  校 時  

場 所 :       小 学 校   年  組  

児 童 :              名  

指 導 者 :      小 学 校  ○ ○ ○ ○  
 

１．単元名（教材名） 

 （例）We Can! 1 Unit 5 「She can run fast.  He can sing well.」（第５学年） 
 

２．指導について 

（１）児童について（児童観） 

 ＊単元で指導する指導事項における児童の状況などを書く。 

（２）教材について（教材観） 

 ＊単元の内容、単元を取り上げる意義、今後の展開などを書く。 

（３）指導について（指導観） 

 ＊指導の力点、工夫、形態、その他の配慮事項などを書く。 
 

３．単元の目標及び評価規準 

 ＊この単元で取り扱う事柄や、言語の特徴やきまりに関する事項（言語材料）、当該単

元の中心となる言語活動において設定するコミュニケーションを行う目的や場面、状

況、取り扱う話題などに即して設定することになる。 

（１）目標 

 （例）相手に自分や第三者のことをよく知ってもらうために、できることやできないこと

などについて、聞いたり自分の考えや気持ちを含めて話したりすることができる。

また、文字には音があることに気付くとともに、アルファベットの大文字・小文字

を活字体で書くことができる。 

※なお、本単元における「聞くこと」及び「読むこと」、「書くこと」については

目標に向けて指導は行うが、本単元内で記録に残す評価は行わない。 

（２）評価規準 

（例） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

〇外国語科 

＜知識＞ 

・【言語材料】について理

解している。 

＜技能＞ 

・【事柄・話題】について、

【言語材料】などを用い

て、【内容】を話す技能 

を身に付けている。 

 

・【目的等】に応じて、 

【事柄・話題】について

の自分の考えや気持ちな

どを話している。 

 

 

 

 

 

・【目的等】に応じて、 

【事柄・話題】について

の自分の考えや気持ちな

どを話そうとしている。 

もしくは、「外国語科」と記入する。 
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＊【言語材料】には、当該

単 元 で 扱 う 言 語 材 料 が

入る。 

＊【事柄・話題】には、当

該 単 元 で 扱 う 題 材 に お

ける話題等が入る。 

＊【内容】には、当該単元

の中心となる言語活動に

おいて話す、【事柄・話

題】についての自分の考

えや気持ち、あるいは自

分の趣味や得意なことな

どを含めた自己紹介をす

るなど、話す内容が入る。 

＊【目的等】には、単元の

中 心 と な る 言 語 活 動 に

お い て 設 定 す る コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 目

的 や 場 面 、 状 況 な ど を

「〇〇のために」「〇〇

するよう」等の形にして

当てはめる。 

 

〇外国語活動 

・【言語材料】などを用い

て、話すことに慣れ親しん

でいる。 

 

 

・【目的等】に応じて、 

【事柄・話題】について

の自分の考えや気持ちな

どを話している。 

 

・【目的等】に応じて、 

【事柄・話題】について

の自分の考えや気持ちな

どを話そうとしている。 

 

４．「（焦点を当てる領域名）」に焦点をおいた単元の指導と評価の計画（全 時間） 

（例） 

時 目標◆、活動〇【】 

評  価 

知 
技 

思 
判 
表 

態 
度 

評価規準（評価方法） 

１ 

◆動作を表す語や「できる」「できない」という表現が分かる。 

○Small Talk：先生のできること・できない

こと 

【Let’s Watch and Think 1】p.36 

・映像資料の映像なしに音声のみを聞いて、

その人物が誰かを推測する。 

【Let’s Play 1】p.34, 35 

・指導者の話を聞いて、誌面のどの動物かを

推測して答える。 

【Let’s Chant】Can you sing well?（オプ

ション：I can run. I can swim.）p.35 

【Jingle】Animals Jingle p.39 (p.77) 

 

    

 

本時では、記録に残す評価は行わな

いが、目標に向けて指導を行う。児

童の学習状況を記録に残さない活動

や時間においても、教師が児童の学

習状況を確認する。 

話
す
こ
と
［
発
表
］ 
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６ 

◆第三者についてできることやできないことを話すことができる。また、アルファベット

の文字の読み方には、名称のほかに音があることに気付くとともに、アルファベットの

活字体を書くことができる。 

【Let’s Chant】Can you sing well?（オプ

ション：He can run fast. She can sing 

well.）p.35  

【Let’s Listen 3】p.40 

・音声を聞いてどの人物かを考え人物の写

真の下に番号を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Activity 3】p.39 

・インタビューする先生ができることやで

きないことを予想する。 

・誌面に He/She を書き写す。 

〇Let’s Read and Write 

・例を参考に、自分のできることやできない

ことを書く。  

〇Sounds and Letters（ワードサーチ） 

 

発   

 

 
     

 

５．本時の指導   時／全  時間  

（１）本時の目標 

◆第三者についてできることやできないことを話すことができる。また，アルファベッ

トの文字の読み方には, 名称のほかに音があることに気付くとともに，アルファベッ

トの活字体を書くことができる。 

（２）本時の展開 

時

間 
児童の活動 

指導者の活動 

◎評価＜方法＞ ●指導改善例 
準備物 

20

分 

＊児童の立場で書く。 

・友達にインタビューしたこ

とをもとに、クイズを出し

たり答えたりする。 

＊指導者の立場で書く。 

・児童が友達のことについてクイズ

を出し合っている様子を観察し、

評価の記録を残す。 

 

○Who is he? Who is she? 
・【Activity 2】p.37 で友達にイン
タビューしたことをもとに、クイズを
出したり答えたりする。代表児童が出
題して他の児童が答える。 
・グループで、順に児童が出すヒント
を聞いてそれが学級の誰かを当てる。 

［「話すこと［発表］」
の記録に残す評価］ 
◎ 友 達 に つ い て 、
He/She can ～ . 
He/She can’t ～ . な
どの表現を用いて、でき
ることやできないこと
を話している。〈行動観
察〉  
・児童が友達のことに
ついてクイズを出し合
っている様子を観察し、
評価の記録を残す。 
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 ◎行動観察 

［知識・技能］ 

友達について、He/She can～. 

He/She can’t ～. などの表現を

用いて、できることやできないこ

とを話している。 

●活動の途中で中間評価をして、発

表のモデルとなる具体例を示し、

児童が自分の後半の活動のめあて

を確認した上で、後半の活動を開

始するとよい。 

 

    

 

（３）教材、ワークシート、板書計画、座席表 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考になる資料等 

 ◎『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校 外国語・外国語活動（令和

２年３月）』 

国立教育政策研究所 https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf 
 


